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厚生労働科学研究費補助金（新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業 

（新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事業）） 

 

総括研究報告書 

 

バイオテロに使用される可能性のある病原体等の新規検出法の確立、 

及び細胞培養痘そうワクチンの有効性、安全性に関する研究 

 

研究代表者：倉根一郎（国立感染症研究所 副所長） 

 

 

研究要旨：バイオテロに利用される可能性のある病原体等は感染し発症すれば非

常に高い致死率を示す。バイオテロ対策として、病原体の早期検知法の確立と迅

速診断システムの整備が必須である。また、早期検出により、感染拡大を防止し、

社会的なパニックを防止する必要がある。本研究では、バイオオテロの迅速な検

出を可能とし、さらに感染防止策等の迅速な対応策の策定を可能とすることを目

的として、１）特定病原体等に対する遺伝子検出法、抗原抗体検出法の迅速診断

法の確立と標準化を行った、２）網羅的検出法として、網羅的病原体検出法、超

高速ゲノム解読法の確立を行い、さらに未知の病原体等検出法、病原体のデータ

ベース等の開発と確立を行った、３）病理学的病原体検出法、特に免疫組織化学

的検出法、および電子顕微鏡を用いた病原体検出法の確立を行った、４）地方衛

生研究所におけるバイオテロ対応の現状について課題について、課題の抽出や解

決策を探索した。５）診断検査支援のため、 ホームページを整備し、バイオテ

ロ対応関係機関との情報交換を密にするシステムの確立を行った。さらに、危機

管理対策として国家備蓄されている細胞培養弱毒生痘そうワクチン（LC16m8）を

非特定の国民への緊急及び予防的使用を行う場合を想定して、安全性と有効性の

検証するのために動物を用いた評価系及び臨床疫学研究における有効性の評価

系等を構築しデータを蓄積した。本研究により、バイオテロの迅速な検出が可能

となり、感染防止策等の迅速な対応策の策定も可能となる。 

 

研究分担者： 

岩本愛吉：東京大学医科学研究所 教授 

金谷泰宏：国立保健医療科学院 部長 

倉園久生：帯広畜産大学 教授 

黒田誠：国立感染症研究所 センター長 

小林和夫：堺市衛生研究所 所長 

西條政幸：国立感染症研究所 部長 

中島典子：国立感染症研究所 室長 

永田典代：国立感染症研究所 室長 

松本哲哉：東京医科大学 教授 
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宮﨑義継：国立感染症研究所 部長 

森川茂：国立感染症研究所 部長 

横手公幸：化学及血清療法研究所 部長 

 

Ａ．研究目的 

バイオテロは病原体等が散布されて患者が

発生までに潜伏期があり、さらに稀な病原

体が使用されるため、早期検知には一次医

療機関の医師等への臨床診断支援が必須で

ある。患者検体、時には環境検体から原因

病原微生物の迅速な検出と同定、かつ確認

のために患者の血清抗体検査や病原体等の

分離同定が必要となる。さらに病原体の由

来を知るための塩基配列の解析とデータベ

ースの確立も重要となる。特に初期には全

く病原体の予想がつかない可能性がないが、

網羅的検出法は特異性等の検討がいまだ十

分ではない。本研究の目標は以下の通りで

ある。１）すでに確立されている特定病原

体等に対する、遺伝子検出法、抗原抗体検

出法、毒素迅速検出法等の迅速診断法の整

備と標準化を行う。２）網羅的検出法とし

て、網羅的ウイルス検出法、網羅的細菌検

出法、超高速ゲノム解読法の確立を行い、

さらに未知の病原体等検出法、病原体のデ

ータベース等の開発と確立を行う。３）電

子顕微鏡を用いた検出法、免疫組織化学的

検出法を確立する。４）検体調整法とスク

リーニング法の普及、検査マニュアルの整

備を行い、地方衛生研究所や検査機関での

対応と検査ネットワークの整備を行う、さ

らに診断検査支援のため、 バイオテロ対応

ホームページを整備し、関係機関への情報

提供システムを確立する。５）近年バイオ

テロに最も使用される可能性のある病原体

として天然痘ウイルスがあげられている。

その危機管理対策のひとつとして 1975 年

に細胞培養痘そうワクチンとして製造承認

を受けている細胞培養弱毒生痘そうワクチ

ン（LC16m8 株）が備蓄されている。我が国

における種痘廃止とともに、本ワクチンに

関する研究はなされていなかった。本研究

では LC16m8 ワクチンの有効性、安全性、そ

の科学的基盤、製造における効率性、安定

性、等を明らかにする。 

 

Ｂ．研究方法 

研究代表者、研究分担者 12 名の計 13 名

によって行なわれた。研究は、１）ヒト検

体および環境検体を用いた特定病原体、細

菌毒素等の迅速診断法の確立、２）病原体

の網羅的検出法および未知の病原体検出法

の確立、３）病理学的手法や電子顕微鏡を

用いた病原体検出法の確立、４）バイオテ

ロ検査マニュアルの整備および地方衛生研

究所等とのネットワーク確立、技術移転、

５）臨床診断支援方法の開発および有効な

治療方法の確立、６）痘そうワクチン LC16m8

の有効性、安全性に関する研究を中心に行

った。具体的には、以下の具体的方法で研

究を遂行した。 

１）ヒト検体および環境検体を用いた特定

病原体、細菌毒素等の迅速診断法の確立 

①ウイルス性出血熱病原体の鑑別検査法の

開発 

②蚊媒介性感染ウイルスの迅速検査法の確

立 

③真菌の迅速検査法の確立 

２）病原体の網羅的検出法および未知の病

原体検出法の確立 

①超高速病原体ゲノム解読システムの構築

と包括的核酸迅速診断法の確立 
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３）病理学的手法や電子顕微鏡を用いた病

原体検出法の確立 

①ヒト病理検体の迅速診断法の開発：バイ

オテロに使用される可能性のある病原体に

対する免疫組織学的方法の確立 

②迅速電顕観察法の確立：電顕による迅速

診断法の確立と入手可能な特定病原体等の

レファレンス用写真リストの作成 

４）バイオテロ検査マニュアルの整備、地

方衛生研究所等とのネットワーク確立、技

術移転 

①バイオテロ病原体の検体調整法のマニュ

アル作成と普及、地研で対応可能な病原体

等の検出実技研修を通した技術移転と検査

ネットワークの確立。 

５）臨床診断支援方法の開発および有効な

治療方法の確立 

①バイオテロ関連疾患の臨床診断支援法の

開発：バイオテロ対応ホームページと維持、

診断アルゴリズムの高度化②バイオテロ対

応ホームページのアップデートと治療法の

確立（松本哲哉）：対象疾患の追加、医療機

関の検査対応能力の評価 

６）痘そうワクチン LC16m8 の有効性、安全

性に関する研究 

①痘そうウイルス迅速検出法の確立 

②動物を用いた有効性の評価系の構築と

データの蓄積 

③弱毒及び病原性などの確認のためのウ

イルスの特性解析 

④痘瘡ウイルスに対する中和抗体誘導能

及び認識抗原エピトープ解析 

⑤長期間保存による安全性、有効性を含む

安定性の確認 

 

Ｃ．研究結果 

１）ヒト検体および環境検体を用いた特定

病原体、細菌毒素等の迅速診断法の確立： 

（１）ウイルス性特定病原体の鑑別診断法

の開発 

エボラ出血熱のように急性期の血中ウイ

ルス量の高い感染症では、ウイルス抗原検

出をイムノクロマトで行うことでより簡便

に患者の確定診断が可能になる。また、ウ

イルス中和抗体を効率よく誘導できれば治

療用抗体としての利用も可能となる。この

ような観点から、ザイールエボラウイルス

の膜糖タンパク質 (GP)の組換えバキュロ

ウイルスを２種類作製した。一つは his タ

グ付 GP を昆虫細胞に発現する組換えバキ

ュロウイルスで、もう一つは CAG プロモー

ターにより哺乳類細胞で GP を発現する組

換えバキュロウイルスである。それぞれを

昆虫細胞 Tn5 と哺乳類細胞 Vero に感染さ

せて GP の発現を比較した結果、前者では 

Tn5 細胞でのみ GPが発現し、後者では Vero 

細胞で GP が発現した。後者の Vero 細胞

では preGP と GP1 思われるサイズの蛋白質

が確認された。昆虫細胞では High mannose

型糖鎖までで複合型糖鎖修飾されないため、

昆虫細胞と哺乳類細胞で発現された GP は

分子量が異なった。これらを用いてマウス

等の動物で GP 特異抗体の作製が可能とな

り、抗原検出用抗体としての応用が期待さ

れる 

（２）ウイルス性出血熱の検査に関する研

究 

西アフリカで流行しているエボラウイル

ス「西アフリカ型」は分子系統上ザイール

エボラウイルスに近縁であるものの，ザイ

ールエボラウイルスそのものとは塩基配列

の違いがある。本研究では，これまで国立
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感染症研究所で整備されてきたエボラウイ

ルス検出用 PCR プライマー，プローブが「西

アフリカ型」に対応できるかどうか検討し

た。塩基配列の比較から NP 遺伝子をターゲ

ットにしたコンベンショナル PCR 用プライ

マーは「西アフリカ型」を検出できると考

えられた。一方、L 遺伝子をターゲットに

したリアルタイム PCR 用プラーマー，プロ

ーブにいくつかの塩基配列の違いが認めら

れた．「西アフリカ型」に完全に一致した配

列のプローブを用いたリアルタイム PCR と

従来のプローブを用いたリアルタイム PCR

は同等の感度で「西アフリカ型」を検出可

能であった。これらの結果から，従来のコ

ンベンショナル PCR,リアルタイム PCR の両

方で行うエボラウイルス検査で「西アフリ

カ型」の検出に対応できると考えられた。 

 

（３）バイオテロの可能性のある真菌感染

症の迅速診断法の確立：Coccidioides属お

Histoplasma属の LAMP 法による検出系の改

良 

バイオテロに用いられる可能性のある病

原真菌として、BSL3 に分類されるコクシジ

オ イ デ ス 属 （ Coccidioides immitis, 

C.posadasii ）、 ヒ ス ト プ ラ ス マ 属

（Histoplasma capsulatum）が想定される。

これらの病原真菌は感染性が高く、分離培

養で大量の分生子を飛散させる危険性があ

ることから、培養を要しない検査技術の開

発が望まれる。喀痰などの臨床検体からヒ

ストプラスマなどの高病原性真菌 DNA の検

出法を検討し、より簡便で成績の良い DNA

検出法をし、バイオテロを含めた集団感染

事例が起きた際の迅速診断に役立てること

を目的とした。LAMP 法によるコクシジオイ

デスおよびヒストプラスマ DNA の高感度検

出系の実用化を目指し、乾燥ポリメラーゼ

の有用性を検討し、菌体取り扱いマニュア

ル、プライマーセットおよび乾燥ポリメラ

ーゼを使用した検査キットを作製して集団

感染時に検査機関、医療機関に送付する準

備を整えた。 

 

２）網羅的ウイルス検出法、網羅的細菌検

出法、超高速ゲノム解読法の確立： 

（１）超高速病原体ゲノム解読システムの

構築と包括的な核酸迅速診断法の確立： 

 炭疽菌（Bacillus anthracis）をターゲ

ットとして研究を行った。B. anthracisの

次 世 代 シ ー ケ ン ス （ next-generation 

sequencing: NGS）データをアップロードす

る と single nucleotide polymorphisms

（SNPs）を抽出し、B. anthracisを含む B. 

cereusグループ中の系統的位置関係を推定

するウェブアプリケーション GcoGSA-BA

（Global core Genome SNP Analysis for 

Bacillus anthracis ） を 開 発 し た 。

GcoGSA-BA はコアゲノム系統解析だけでな

く、pXO1、pXO2 といった病原性を規定する

プラスミドや pXO1 上に存在する三つの炭

疽菌毒素遺伝子（lethal factor, LF; edema 

factor, EF; protective antigen, PA）を

検出する機能も有しており、炭疽菌（B. 

anthracis Ames Ancestor）ばかりでなく炭

疽菌毒素遺伝子を例外的に保持している B. 

cereus G9241 の系統的位置関係も正しく推

定し、更に炭疽菌毒素遺伝子を検出するこ

とが可能となった。 

 

（２）細菌性バイオテロに対する迅速同定法･

診断法およびワクチンの開発： 
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細菌性バイオテロに焦点をあて、危険病

原体およびその毒素の迅速同定法・診断法

および予防法としてワクチンの開発研究と、

広く社会に還元することを目的として研究

を遂行した。また、植環境検体中、特にそ

の検出が困難な土壌検体を用いて、危険病

原体由来 DNA の検出に有用な核酸抽出法を

開発した。炭疽菌に対する迅速診断法（核

酸クロマト）と、市中呼吸器感染症の病原

体スクリーニング用核酸クロマトへのテロ

病原体をマウントした 2 種類の迅速類症鑑

別法を開発した。 

 

３）病理学的手法や電子顕微鏡を用いた病

原体検出法の確立： 

（１）病原体の病理学的検出法の確立：病

理学的解析のためのオリゴヌクレオチドプ

ローブを用いた in situ 遺伝子検出系 

バイオテロに使用された既知あるいは未

知の病原体を病理組織中に検出する方法と

して、オリゴヌクレオチドプローブを用い

た in situ hybridization 法がある。これ

まで開発した高感度で特異性の高い in 

situ hybridization-AT tailing（ISH-AT）

法と市販されている Z 型オリゴヌクレオチ

ドプローブを用いた分岐 DNA-ISH 法である

ViewRNA 法と RNAscope 法を比較検討した。

標的核酸のコピー数が 100/細胞の場合は両

者とも検出可能であり、プローブ作製まで

の日数、とコストパフォーマンスの面から

も、ISH-AT 法を第 1選択としてよいことが

明らかとなった。 

 

（２）病原体の電子顕微鏡学的迅速検出法

の確立： 

バイオテロに使用される可能性のある病

原体等を中心とした電子顕微鏡を用いた迅

速検出法の確立を目的とした。バイオテロ

に使用される可能性のある病原体等を中心

として電子顕微鏡を用いた病原体の迅速検

出法の確立を目的とする。ウイルス血症を

引き起こすウイルス感染症を対象として、

血中のウイルス粒子の電子顕微鏡学的検出

法について検討し、手順を整理した。高ウ

イルス血症を引き起こす可能性のある主な

ウイルスの粒子の特徴と電子顕微鏡像まと

めた。また、血液中のウイルス粒子の迅速

検出法の標準手順を図にまとめた。不活化

処理は、文献的に調査し、Koch 研究所およ

び CDC の標準手順を考慮した結果、2%-4% 

グルタールアルデヒドもしくは 2％パラフ

ォルムアルデヒド液で 30分〜2 時間室温固

定 (200 µl で十分)し、紫外線照射との組

み合わせで行うこととした。 

 

４）バイオテロ検査マニュアルの整備およ

び地方衛生研究所等とのネットワーク確立

と技術移転： 

地方衛生研究所（地衛研）におけるバイ

オテロ対応の現状と課題について、「１．現

行の国立感染症研究所（感染研）病原体検

出マニュアル」、「２．新規検査マニュアル

の整備の必要性」、「３．地方衛生研究所全

国協議会 6 支部の感染症対策部会を中核と

して支部内連携構築、支部内連携から広

域・全国ネットワークの構築」、「４．地衛

研と感染研の連携強化」の視点から、課題

の抽出や解決策を探索した。その結果、多

くの課題が抽出された。これら課題の解決

には、地衛研、各支部内、支部間や地方衛

生研究所全国協議会、感染研や厚生労働省

の理解や連携が重要である。加えて、地衛
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研の厳しい予算や人員状況、機能低下、人

材育成、技術継承などの課題が抽出された。

課題の克服には各地衛研のみならず、地方

自治体や国レベルの連携、理解や支援（財

政、人的、技術、情報など）が望まれる。 

５）臨床診断支援方法の開発および有効

な治療方法の確立 

（１）バイオテロ対応ホームページのアッ

プデートと治療法の確立 

ホームページに掲載したバイオテロ関連

疾患についての情報を見直し、まず総論部

分の改訂を行った。具体的には感染症法、

施行令、施行規則の改正を反映させた。ま

た、2014 年に約 70 年ぶりに国内発生した

デング熱に関する新知見を追加した。国内

発生の約 160 人の状況、迅速キットの現状

などについて記載した。さらに西アフリカ

でのエボラ出血熱のアウトブレイクに関す

る情報を加えた。2015 年始めまでの発生状

況、臨床症状、致死率などを掲載した。 

また、バイオテロ診断支援の一環として、

関連各施設・機関との連携体制の構築も重

要な課題である。そこで今年度は、国内の

施設で検査可能な疾患の現状把握を目的と

して、地方衛生研究所に対して状況調査（ア

ンケート）を行った。全国 79 施設のうち、

2015 年 1 月末までに 78 施設から回答を得

た。一部の病原体に対する検査体制が未整

備であることが示唆された。 

 

（２）各医療機関のバイオテロ対策を支援

するための方策：医療機関におけるバイオ

テロ対策ガイドラインの作成 

バイオテロ対策のガイドラインについて

は、現在の医療機関が置かれた状況を考慮

した上で、より実践的で効率的な内容にす

ることを目指して、まず炭疽菌を取り上げ、

ガイドラインを作成した。カイドラインの

項目とポイントは下記のとおりである：病

原体の基礎知識、疾患の基礎知識、バイオ

テロのリスク、感染対策、危機対応フロー

チャート。事例①として単独患者の重症肺

炎、事例 ②として複数例の重症肺炎、事例

③として複数の重症肺炎に加えて、皮膚炭

疽が疑わしい症例も加わった事例、を取り

上げて、バイオテロを想定した場合の考察

や医師など各職種別にみた取るべき対応に

ついて解説を行った。 

 

６．痘そうワクチン LC16m8 の有効性、安全

性に関する研究 

（１）細胞培養弱毒生痘そうワクチンの特

性解析、品質試験法に関する研究 

細胞培養痘そうワクチンの製造承認株で

ある LC16m8 株は、Lister 株から低温馴化

により LC16 株、LC16mO 株を経由して樹立

された安全性の高いワクチン株である。し

かし、LC16m8 株を継代するとプラークサイ

ズのやや大きい LC16mO 型（medium size 

plaque; MSP）のウイルスが出現する。MSP

は B5R の一塩基欠失を相補する変異ウイル

スであり、その変異のパターンが複数ある

ことが分かっている。これまでにバイオア

ッセイで得られる MSP 情報と同等の成績が

次世代シークエンス（NGS）解析により得ら

れることを示した。 NGS 解析は取得データ

の処理に比較的時間を要することから、こ

れまでの MSP の変異パターン解析で得られ

た主要な MSP を定量的に検出可能な PCR 

法を開発することを試みた。その結果、MSP

変異配列を識別する MGB-probe を用いるリ

アルタイムPCRではLC16m8株と特定の MSP
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を鑑別できるが、LC16m8 株遺伝子が大量に

存在すると、MSP 変異配列特異的 MGB-probe

の結合に阻害的効果が生じ、少量の MSP を

検出できなくなった。一方、MSP の遺伝子

変異特異的配列を 3’末端とする primer を

用いた PCR でも LC16m8 株と特定の MSP を

識別できた。 

 

（２）痘そうワクチンの安全性評価におけ

る病理学的研究 

オルソポックスウイルス感染症の重症化

の宿主側要因を明らかにすることを目的と

し、サル痘ウイルスのマウス感染実験系の

基礎検討を開始した。動物は、日本エスエ

ルシーより購入した BALB/c マウス（接種時、

14 週齢メス）を用いた。ウイルスは、

Monkeypox virus の Liberia 株および

Zr-599 株を用いた。体重変化、皮膚所見、

臨床症状の点で、いずれの株も皮下接種後

の BALB/c マウスに対して明らかな病原性

を示さなかった。接種 7 日目の末梢血中の

白血球数は、対照群に比べてウイルス接種

群で有意に少なく、リンパ球数と顆粒球数

の減少によるものであった。病理学的解剖

を行ったところ、Zr-599 株接種群の脾の軽

度の腫大がみられ、光顕的に T 細胞領域の

軽度の拡大が確認された（データは示さな

い）。その他の腹腔、胸腔内臓器に著変は認

められなかった。 

 

（３）細胞培養弱毒生痘そうワクチンの疫

学的有効性及び安全性評価に関する研究 

これまでの研究の中で、LC16m8 が既存の

種痘免疫に対してブーストをかけるととも

に既接種者の B5R 抗体の産生を促すことに

ついて検証を行った。一方で、初種痘にお

ける B5R に対する抗体誘導は既接種群と比

して弱いことが指摘されている。本年度は

プロテインアレイを用いて LC16m8 により

誘導される抗体プロファイルを解析し、こ

れまでに LC16m8 の有効性を支持する結果

が得られた。B5R の抗原性について解析を

行い、LC16m8 の B5R タンパク質の抗体誘導

能を確認した。 

 

（４）痘そうワクチン LC16m8 接種者におけ

る中和抗体持続に関する調査研究 

LC16m8 を 1 回接種された健康成人の約 4

年後の抗体陽性率は初種痘群において低下

傾向が認められた。Proteome Microarray 

Chip を用いたプロテオミック解析を行った

結果、種痘 4 年後まで抗体陽性であった被

験者群において、種痘前と比較して種痘１

～７か月後の蛍光強度が有意に高かった抗

原は 6種類あり、そのうち A27L, A10L は種

痘 4 年後まで有意に高かった。また、種痘

4 年後で陰性であった被験者群において、

種痘前と比較して種痘１～７か月後の蛍光

強度が有意に高かった抗原は 7 種類あり、

そのうち A11R, A34R, D8L は種痘 4 年後で

は有意に低下した。 

 

（５）細胞培養弱毒生痘そうワクチンを土

台とした組換えワクシニアウイルス作製シ

ステムの改良 

細胞培養痘そうワクチンの製造承認株で

ある LC16m8 株は，Lister 株から低温馴化

により LC16 株，LC16mO 株を経由して樹立

された安全性の非常に高いワクチン株であ

る。近年ではこの長所を生かして，他の感

染症へのワクチンとしての応用もされはじ

めている。に我々は相同組換えを利用する，
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LC16 系統のワクシニアウイルスを土台とし

た組換えワクシニアウイルス作製システム

を構築している。当システムは，簡便かつ

高効率に recVac を作製可能であり，且つ最

終的に完成したウイルスゲノム内からはそ

の後の研究に不必要な recVac 選択カセッ

ト（薬剤耐性遺伝子と蛍光タンパク質を含

む遺伝子カセット）を取り除くことが可能

である。現時点までの方法ではこの recVac

選択カセットはこれを保持するウイルスを

選択薬剤存在下で選択する際の，正の選択

のみに使用している。このカセットをウイ

ルスゲノムから取り除く際には選択薬剤非

存在下で，相同組換えにより偶然脱落する

のを期待するしか無く，そこが律速にもな

り得た。本年度は選択薬剤として 2-チオキ

サンチンを用いて，recVac 選択カセットが

脱落することを人為的に促進する「負の選

択システム」を組み込んだ改良版 recVac 作

製システムを確立した。 

 

Ｄ．考察 

バイオテロにおいては患者発生まで潜伏

期間があることから、一次医療機関で感染

症として疑われ臨床診断が行われる可能性

が高い。従って、患者検体を用いての迅速

検査、病原体等の分離同定、および血清抗

体検査、あるいは時に環境検体を用いた病

原体検出が必要である。 

迅速診断・同定法の基盤整備は、バイオ

テロの脅威に対抗する上で必須である。一

次対応機関で用いることが予想される検査

キットの多くは十分検証されているとはい

えない。バイオテロの早期検知には一次医

療機関の医師等への臨床診断支援が必須で

ある。患者検体、時には環境検体から原因

病原微生物の迅速な検出と同定、かつ確認

のために患者の血清抗体検査や病原体等の

分離同定が必要となる。さらに病原体の由

来を知るための塩基配列の解析とデータベ

ースの確立も重要重要となる。特に初期に

は全く病原体の予想がつかない可能性がな

いが、網羅的検出法は特異性等の検討がい

まだ十分ではない。 

本研究では、一次対応者や対応機関を支

援する目的で最新情報を提供し、緊急時に

事件や環境ないし臨床検体からバイオテロ

関連病原体等を短時間に検出同定する実験

室診断法の開発や病原体ゲノムデータベー

スの作製および検査診断機関のネットワー

ク化を行った。具体的には、１）すでに確

立されている特定病原体等に対する、遺伝

子検出法、抗原抗体検出法、毒素迅速検出

法等の迅速診断法の整備と標準化を行う。

２）網羅的検出法として、網羅的ウイルス

検出法、網羅的細菌検出法、超高速ゲノム

解読法の確立を行い、さらに未知の病原体

等検出法、病原体のデータベース等の開発

と確立を行う。３）電子顕微鏡を用いた検

出法、免疫組織化学的検出法を確立する。

４）検体調整法とスクリーニング法の普及、

検査マニュアルの整備を行い、地方衛生研

究所や検査機関での対応と検査ネットワー

クの整備を行う、５）さらに診断検査支援

のため、 バイオテロ対応ホームページを整

備し、関係機関への情報提供システムを確

立する、の５項目を大きな目標とした。 

また、近年バイオテロに最も使用される

可能性のある病原体として天然痘ウイルス

があげられている。本研究により、我が国

におけるバイオテロの迅速な検出が可能と

なり、バイオテロ対策のための検査診断基
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盤を確立するともに天然痘に対する防御対

策も確立する。このような総合的取り組み

はほとんどなされておらず独創的である。

その危機管理対策のひとつとして 1975 年

に細胞培養痘そうワクチンとして製造承認

を受けている細胞培養弱毒生痘そうワクチ

ン（LC16m8 株）が備蓄されている。我が国

における種痘廃止とともに、本ワクチンに

関する研究はなされていなかった。本研究

では LC16m8 ワクチンの有効性、安全性、そ

の科学的基盤、製造における効率性、安定

性、等を明らかにした。 

天然痘ウイルス等バイオテロに利用され

る可能性のある病原体等や感染症は感染し

発症すれば非常に高い致死率を示すものが

多い。さらに、これらの病原体は、通常き

わめて稀であり、通常の病院や検査機関で

は確定診断が困難であることから、確定検

査が遅れる可能性がある。従って、バイオ

テロ対策としては、早期検知法の確立と迅

速診断システムの整備が必須である。さら

に、早期に感染症対策をとり社会的なパニ

ックを防止するためには、病原体の早期検

出を行う必要がある。特に、国内外におい

て最も危惧されている天然痘に対して我が

国で開発された LC18m8 ワクチンに関して

のデータが整備され防御対策の基盤が確立

される。LC16m8 ワクチンは国際的にも注目

されており，この研究により WHO 等国際的

貢献に資する重要な知見が得られるものと

考えられる。本研究により、バイオテロの

迅速な検出が可能となり、感染防止策等の

迅速な対応策の策定が可能となる。また、

国民のバイオテロに対する不安が軽減され、

さらにバイオテロ事件および模倣事件に対

する抑止効果も期待できる。 

 

Ｅ．結論 

バイオテロの迅速な検出を可能とし、さ

らに、感染防止策等の迅速な対応策の策定

を可能とすることを目的として、１）特定

病原体等に対する遺伝子検出法、抗原抗体

検出法の迅速診断法の確立と標準化、２）

網羅的検出法として、網羅的病原体検出法、

超高速ゲノム解読法の確立と、さらに未知

の病原体等検出法、病原体のデータベース

等の開発と確立、３）病理学的病原体検出

法、特に免疫組織化学的検出法、および電

子顕微鏡を用いた病原体検出法の確立、４）

地方衛生研究所におけるバイオテロ対応の

現状について課題の抽出や解決策の、５）

診断検査支援のため、 ホームページを整備

し、バイオテロ対応関係機関との情報交換

を密にするシステムの確立、６）危機管理

対策として国家備蓄されている細胞培養弱

毒生痘そうワクチン（LC16m8）の安全性と

有効性の検証するのために動物を用いた評

価系及び臨床疫学研究における有効性の評

価、を行った。 
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